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令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
18

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
の
取
り
扱
い
と
な
っ

て
い
た
「
第
六
次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
基
本
構
想
を
定
め
る
件
」
の
ほ

か
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
の
決
算
関

係
議
案
15
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
天
文
館
図
書
館
な
ど
27
施
設
の
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
関
す
る
件
」
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
26
件
を
議
決

し
ま
し
た
。

▼
第
六
次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
基
本
構
想
を
定
め
る
件

・
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
市
政
の
運
営
を
図
る
た
め
、
第
六
次
鹿
児
島
市
総

合
計
画
基
本
構
想
を
定
め
る
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
件
（
12
件
）

《
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
27
施
設
》

天
文
館
図
書
館
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
与
次
郎
・
東
桜
島
・
谷
山
・

桜
島
・
郡
山
・
吉
野
・
伊
敷
）、
喜
入
老
人
憩
の
家
、
す
こ
や
か
ラ
ン
ド

石
坂
の
里
、
吉
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
西
部
親
子
つ
ど
い
の
広
場
、
鴨
池
公

園
野
球
場
・
広
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
鴨
池
公
園
多
目
的
屋
内
運
動
場
、

ス
パ
ラ
ン
ド
裸
・
楽
・
良
、
郡
山
体
育
館
、
郡
山
総
合
運
動
場
、
郡
山
早

馬
球
技
場
、
郡
山
花
尾
運
動
場
、
東
開
庭
球
場
、
市
営
自
転
車
等
駐
車
場

（
中
央
駅
東
口
・
中
央
駅
西
口
・
東
千
石
・
山
之
口
・
中
町
）

▼
令
和
３
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

◎
主
な
内
容

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

・
千
日
町
１
・
４
番
街
区
再
開
発
ビ
ル
保
留
床
取
得
支
援
事
業

▼
令
和
３
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
（
先
行
給
付
金
）
事
業

▼
令
和
３
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
事
業

▼
鹿
児
島
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
に
関
す
る
件

・
鹿
児
島
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
定
め
る
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

・
小
福
田
　
博
氏

【
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
要
旨
】

個人質疑から
令和２年度決算審査から
クローズアップ
第六次総合計画基本構想審査特別
委員会の審査内容
議案に対する各会派等の表決態度
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市
長
就
任
後
、
約
１
年
間
の
市

政
運
営
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
等
に
照
ら
し
、

ど
の
よ
う
に
自
己
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　
　
市
長
就
任
直
後
か
ら
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
も
踏
ま
え
、
今
後
10
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
第

六
次
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と

も
に
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
も
関

連
の
施
策
を
可
能
な
限
り
盛
り
込
み
、

そ
の
着
実
な
実
施
に
向
け
て
鋭
意
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
が
続
く
中
、
そ
の
対
応
を
最

優
先
か
つ
最
重
要
の
課
題
と
し
て
、
市

民
の
命
を
守
り
、
市
民
生
活
や
地
域
経

済
を
支
え
る
た
め
の
各
種
取
り
組
み
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
、
市
勢
の
発
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
に
全
力
を
尽
く
し
て

き
た
。

　
　
　
本
市
の
人
口
１
人
当
た
り
の
人

件
費
・
物
件
費
等
決
算
額
、
財
政
力
指

数
、
経
常
収
支
比
率
の
推
移
と
、
中
核

市
に
お
け
る
順
位
の
５
年
前
と
の
比
較

と
評
価
、
分
析
は
。
ま
た
、
今
後
の
財

政
運
営
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
人
口
１
人
当
た
り
の
人
件
費
・

物
件
費
等
決
算
額
は
少
な
い
方
で
あ

り
、
中
核
市
の
上
位
に
位
置
し
て
い
る

が
、
財
政
力
指
数
は
横
ば
い
傾
向
で
、

経
常
収
支
比
率
は
社
会
保
障
関
係
経
費

の
増
加
等
の
影
響
で
比
率
が
上
昇
し
、

中
核
市
に
お
け
る
順
位
も
そ
れ
ぞ
れ
低

下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
予

断
を
許
さ
な
い
厳
し
い
財
政
環
境
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
他
都
市
の
事
例

も
踏
ま
え
つ
つ
、
各
面
か
ら
の
財
源
確

保
や
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
峻
別
・
見

直
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
政
策
立
案

（
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も
見
据
え
る
中
で
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
持
続
的
で
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
12
「
つ
く
る
責

任
つ
か
う
責
任
」
に
ひ
も
づ
け
ら
れ
た

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
、
再
利
用
に
よ
る
廃

棄
物
の
削
減
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
行

政
が
中
古
物
品
を
購
入
す
る
こ
と
は
整

合
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
12
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
「
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態

を
確
保
す
る
」
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、「
リ
サ
イ
ク
ル
お

よ
び
リ
ユ
ー
ス
に
よ
り
廃
棄
物
の
排
出

量
を
大
幅
に
削
減
す
る
」
が
あ
り
、
行

政
が
中
古
物
品
を
調
達
す
る
こ
と
は
こ

れ
に
整
合
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
で
調
達
す
る
物
品
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
、
再
生
紙
な
ど
リ
サ

イ
ク
ル
製
品
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
導

入
す
る
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

リ
ユ
ー
ス
品
に
つ
い
て
も
活
用
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
定
額
以
上
の
物
品
調
達
は

契
約
課
を
通
じ
た
も
の
と
な
り
、
競
争

性
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
般
的
な
中
古
物
品
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

  

　
　
　
県
総
合
体
育
館
の
整
備
候
補
地

に
つ
い
て
、
県
の
総
合
体
育
館
基
本
構

想
検
討
委
員
会
が
鹿
児
島
港
本
港
区
エ

リ
ア
の
ド
ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
跡
地
と
住

吉
町
15
番
街
区
の
２
カ
所
を
一
体
的
に

整
備
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
の
発
表

を
受
け
て
市
長
の
所
感
と
今
後
へ
の
期

待
、
覚
悟
は
。

　
　
　
整
備
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
同

検
討
委
員
会
と
し
て
の
現
時
点
で
の
検

討
結
果
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　
サ
ッ
カ
ー
等
ス
タ
ジ
ア
ム
や
路
面
電

車
観
光
路
線
等
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
と

っ
て
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
県
都
と
し

て
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
魅
力
あ
る
都

市
空
間
の
形
成
、
ひ
い
て
は
郷
土
鹿
児

島
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
県

と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
中
で
も
サ
ッ
カ
ー
等
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、

本
市
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
核
と
な
る
大
変
重
要

な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
現
に
向

け
て
県
を
は
じ
め
関
係
団
体
等
と
連
携

し
、
オ
ー
ル
鹿
児
島
で
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
令
和
３
年
３
月
の
平
川
動
物
公

園
コ
ア
ラ
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

の
効
果
と
コ
ア
ラ
へ
の
影
響
は
。
ま
た
、

コ
ア
ラ
の
種
の
保
存
に
対
す
る
市
長
の

見
解
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
自
然

光
や
外
気
を
多
く
取
り
入
れ
、
ユ
ー
カ

リ
等
の
自
然
木
を
植
え
る
な
ど
自
然
に

近
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ア
ラ
は
、

当
初
新
し
い
飼
育
環
境
に
緊
張
し
た
様

子
も
見
ら
れ
た
が
、
現
在
は
２
頭
の
新

し
い
個
体
も
生
ま
れ
る
な
ど
、
落
ち
着

い
た
状
況
に
あ
る
。

　
同
園
の
コ
ア
ラ
は
、
一
時
期
飼
育
頭

数
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
国

内
の
動
物
園
と
の
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ロ

ー
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
新
規

個
体
導
入
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
国
内

最
多
の
14
頭
を
飼
育
し
て
い
る
。
今
後

も
安
定
的
に
コ
ア
ラ
を
飼
育
す
る
た
め
、

最
適
な
飼
育
環
境
を
維
持
し
て
い
く
と

と
も
に
、
新
規
個
体
の
導
入
や
人
工
繁

殖
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
、
引
き

続
き
関
係
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
検
診
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
で
は

ど
の
よ
う
な
個
人
情
報
が
本
人
の
同
意

と
無
関
係
に
全
国
の
自
治
体
間
で
共
有

さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
本
人
が
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
を
確
認
・
訂
正
す
る
方

法
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
周
知
広
報
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
　
令
和
３
年
５
月
に
健
康
増
進
法

お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
健
康
増
進
法
に
基
づ
き
自
治
体

が
行
う
、
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症
お
よ

び
歯
周
疾
患
検
診
等
の
受
診
状
況
、
精

密
検
査
の
要
否
等
、
計
１
１
４
項
目
が

情
報
連
携
の
対
象
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
他
自
治
体
と
の
情
報
連
携
の

記
録
等
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
や
鹿
児

島
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
開

示
請
求
に
よ
り
確
認
が
可
能
で
あ
る
。

市
が
保
有
す
る
検
診
等
情
報
の
利
用
停

止
、
消
去
等
の
請
求
は
情
報
の
取
得
等

に
関
し
法
令
等
の
違
反
が
思
料
さ
れ
る

場
合
を
除
き
で
き
な
い
が
、
内
容
に
誤

り
が
あ
る
場
合
は
情
報
の
訂
正
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
連
携
の
概

要
等
は
市
民
の
ひ
ろ
ば
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
検
診
受
診
時

に
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問答

本
市
の
財
政
運
営

問答 市
長
就
任
後
の
市
政
運
営
の

自
己
評
価

問答 Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
12
に
関
連

し
た
本
市
の
対
応

　第４回定例会では15人の議員が個人質疑を行いました。その中から一部を紹介し
ます。
　質疑者は次のとおりです。

（日本共産党）
（日本共産党）
（社民・市民フォーラム）
（自由民主党）
（市 民 連 合）

議員
議員
議員
議員
議員

園 山 え り
たてやま清隆
森山きよみ
瀬戸山つよし
伊地知紘徳

（無 所 属）
（自由民主党）
（自由民主党）
（無 所 属）
（市 民 連 合）

議員
議員
議員
議員
議員

のぐち英一郎
柿 元 一 雄
中元かつあき
大 園 盛 仁
米山たいすけ

（公　明　党）
（無 所 属）
（立憲フォーラム）
（日本共産党）
（自由民主党）

議員
議員
議員
議員
議員

こじま洋子
小川みさ子
まつお晴代
大園たつや
平 山 　 哲

個人質疑
   　 　  から

インターネット放映
（アクセス方法）
市議会トップページ
→  インターネット議会中継録画 （掲載記事は質疑順ではありません。）

問答

企
画
・
財
政

鹿
児
島
港
本
港
区
エ
リ
ア
の

再
開
発

答 問

　
希
少
な
動
物
を
絶
や
さ
ず
増
や
し
て

い
く
た
め
に
、
動
物
園
や
水
族
館
同
士

で
動
物
を
貸
し
た
り
借
り
た
り
す
る
制

度
の
こ
と
。

解
説
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ン

平
川
動
物
公
園
コ
ア
ラ
舎
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
コ
ア
ラ
の
種
の
保
存

問答 検
診
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
等

整
備
事
業

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

し
ゅ
ん

ＳＤＧｓ目標12のアイコン

リニューアルしたコアラ舎

マイナポータルは、政府が
運営するオンラインサービ
スです。

ドルフィンポート跡地



き
っ 

き
ん

３

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
る
副
反
応
の
相
談
件
数
と

対
応
は
。
ま
た
、
予
防
接
種
健
康
被
害

救
済
制
度
の
予
算
の
内
容
と
、
給
付
金

が
支
給
さ
れ
る
ま
で
の
手
続
き
は
。

　
　
　
接
種
後
の
副
反
応
に
つ
い
て
は
、

本
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
令
和
３
年
11
月
末
ま
で
に
４

８
６
件
の
相
談
を
受
け
て
お
り
、
内
容

に
応
じ
て
接
種
医
療
機
関
や
県
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
案
内
し
て
い
る
。
ま
た
、

健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
救
済
制

度
の
案
内
や
申
請
受
け
付
け
を
行
う
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
今
後
起
こ

り
得
る
健
康
被
害
を
想
定
し
、
死
亡
一

時
金
や
医
療
手
当
な
ど
９
件
分
を
計
上

し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
健
康
被
害
を

受
け
た
方
や
そ
の
家
族
か
ら
必
要
書
類

を
受
理
後
、
本
市
調
査
委
員
会
で
の
意

見
を
付
し
て
県
を
通
じ
て
国
へ
進
達
し
、

国
の
審
査
会
で
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
健
康

被
害
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
給

付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 

　
　
　
す
こ
や
か
入
浴
事
業
は
、
多
く

の
方
々
に
喜
ば
れ
て
お
り
、
現
在
の
一

人
年
30
回
を
、
月
３
回
の
年
36
回
に
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
が
、
令
和

４
年
度
か
ら
利
用
回
数
を
年
36
回
に
増

や
せ
な
い
か
。

　
　
　
同
事
業
は
、
高
齢
者
の
方
々
の

健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
促

進
す
る
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、

利
用
回
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
６
年
度

の
事
業
創
設
時
の
年
10
回
か
ら
、
現
在

の
年
30
回
ま
で
、
段
階
的
に
増
や
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。

　
利
用
回
数
を
増
や
す
こ
と
は
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
高
齢
者
人
口

が
増
加
す
る
中
、
今
後
と
も
同
事
業
が

継
続
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

  

　
　
　
魚
類
市
場
の
取
扱
数
量
等
が

年
々
減
少
し
て
い
る
中
、
市
場
の
活
性

化
の
た
め
に
輸
出
促
進
に
取
り
組
む
と

し
て
い
る
が
、
想
定
す
る
輸
出
量
と
取

り
扱
う
魚
種
に
対
す
る
考
え
方
は
。
ま

た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
同
市
場
の
輸
出
拠
点
化
に
よ
り

付
加
価
値
を
高
め
、
取
扱
数
量
増
大
等

へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
30
年
度
に
輸
出
拠
点
構
築
推
進
計

画
を
策
定
し
、
計
画
の
最
終
年
度
で
あ

る
令
和
７
年
度
の
輸
出
金
額
目
標
を
12

億
６
千
万
円
と
し
て
い
る
。
取
り
扱
う

魚
種
は
、
同
市
場
の
特
色
で
も
あ
る
多

種
多
様
な
鮮
魚
の
中
か
ら
、
輸
出
先
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
輸
出
に
取
り
組
む
各

事
業
者
が
選
定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
等
に
よ

り
、
商
材
の
売
り
込
み
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
社
会
経
済
状

況
を
踏
ま
え
、
市
場
関
係
者
で
構
成
す

る
魚
類
市
場
輸
出
促
進
協
議
会
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

  

　
　
　
環
境
省
に
よ
る
と
低
周
波
音
に

関
す
る
相
談
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
低
周
波
音
の
定
義

と
人
体
に
与
え
る
影
響
、
主
な
発
生
源

は
。
ま
た
、
発
生
源
が
特
定
で
き
な
い

低
周
波
音
に
つ
い
て
、
本
市
に
相
談
が

あ
っ
た
場
合
の
解
決
に
至
る
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
等
の
対
応
は
。

　
　
　
国
に
よ
る
と
低
周
波
音
と
は
、

概
ね
１
ヘ
ル
ツ
か
ら
１
０
０
ヘ
ル
ツ
の

音
を
指
す
も
の
で
、
不
快
感
や
圧
迫
感

な
ど
の
心
身
に
係
る
影
響
を
与
え
る
場

合
が
あ
り
、
大
型
の
構
造
物
や
機
械
、

施
設
な
ど
か
ら
発
生
し
や
す
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
本
市
に
相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
受
音

者
に
対
し
、
低
周
波
音
の
発
生
時
刻
や

影
響
の
大
小
の
記
録
、
発
生
源
と
思
わ

れ
る
施
設
等
の
動
作
状
況
と
の
比
較
な

ど
の
発
生
源
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要

な
助
言
を
行
う
。
発
生
源
が
事
業
者
と

考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
発
生
源
者
に
原

因
特
定
の
た
め
の
調
査
や
測
定
に
対
す

る
協
力
、
特
定
さ
れ
た
場
合
の
対
策
の

検
討
を
依
頼
す
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

  

　
　
　
本
市
の
特
別
支
援
学
級
数
の
推

移
と
、
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

が
こ
の
10
年
間
で
大
幅
に
増
加
し
た
背

景
や
要
因
、
増
加
ペ
ー
ス
に
対
す
る
見

解
は
。
ま
た
、
現
状
を
総
合
的
に
分
析

し
、
今
後
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

急
務
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
　
同
学
級
数
は
、
平
成
24
、
29
、

令
和
３
年
度
の
順
に
、
小
学
校
１
４
１
、

２
４
５
、
３
６
０
学
級
、
中
学
校
62
、

80
、
１
０
３
学
級
で
あ
る
。
増
加
の
要

因
と
し
て
は
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い

て
の
理
解
が
進
み
、
そ
の
教
育
効
果
を

期
待
す
る
保
護
者
等
が
増
え
た
た
め
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
ま
ず
は
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

計
画
的
な
増
員
に
努
め
、
就
学
教
育
相

談
の
充
実
や
就
学
の
判
断
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
研
究
す
る
と
と
も
に
、
関
係

部
局
や
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
等
と

の
連
携
の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。

  

　
　
　
熱
海
市
土
石
流
災
害
を
踏
ま
え

実
施
し
た
大
規
模
盛
土
造
成
地
等
の
点

検
結
果
に
つ
い
て
、
条
例
に
基
づ
く
届

け
出
が
あ
っ
た
土
捨
て
場
の
数
、
そ
の

う
ち
不
具
合
等
が
確
認
さ
れ
た
数
と
内

容
、
本
市
の
対
応
と
改
善
状
況
は
。
ま

た
、
国
や
静
岡
県
に
よ
る
災
害
防
止
や

規
制
強
化
の
動
き
と
本
市
条
例
に
与
え

る
影
響
は
。

　
　
　
令
和
３
年
７
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
点
検
を
行
っ
た
土
捨
て
場
は
33
カ

所
で
、
そ
の
う
ち
５
カ
所
で
盛
り
土
の

り
面
の
変
状
や
排
水
施
設
の
不
良
な
ど

の
不
具
合
等
を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、

改
善
を
指
導
し
、
同
年
11
月
末
現
在
、

一
部
に
お
い
て
は
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
国
の
検
討
会
に
お
い
て
は
、
危
険
な

盛
り
土
を
防
止
す
る
た
め
の
仕
組
み
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て

お
り
、
静
岡
県
に
お
い
て
は
、
罰
則
の

引
き
上
げ
や
一
定
規
模
以
上
の
盛
り
土

の
許
可
制
へ
の
変
更
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
条
例
の
制
定
を
予
定
し
て
い
る
。
本

市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

  

　
　
　
令
和
４
年
度
に
予
定
し
て
い
た

見
直
し
を
３
年
度
に
前
倒
し
し
た
鹿
児

島
市
交
通
事
業
経
営
計
画
の
具
体
的
な

見
直
し
内
容
と
増
収
対
策
の
取
り
組
み

は
。
ま
た
、
路
線
移
譲
の
効
果
の
分
析

は
。

　
　
　
バ
ス
路
線
や
ダ
イ
ヤ
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
と
鹿
児
島
駅
前
広
場
の
供

用
開
始
等
に
伴
い
、
減
便
を
含
む
見
直

し
を
４
年
４
月
１
日
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は

Ｉ
Ｃ
乗
車
カ
ー
ド
の
乗
降
デ
ー
タ
や
営

業
係
数
等
を
分
析
し
、
利
用
者
へ
の
影

響
が
で
き
る
だ
け
小
さ
く
な
る
よ
う
配

慮
し
進
め
て
い
く
。
運
賃
は
、
事
業
の

効
率
化
と
経
費
節
減
を
徹
底
的
に
進
め

た
段
階
で
、
毎
年
度
の
収
支
や
資
金
状

況
を
踏
ま
え
、
必
要
な
場
合
に
他
の
公

共
交
通
機
関
の
動
向
や
公
共
交
通
政
策

等
も
総
合
的
に
勘
案
し
具
体
的
に
検
討

す
る
。
増
収
対
策
は
、
利
用
者
の
増
に

向
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
多
様
な
媒
体
で
の
情

報
発
信
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

電
停
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
な
ど

広
告
収
入
の
拡
大
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
路
線
移
譲
の
効
果
は
、
人
件

費
の
削
減
な
ど
に
よ
り
２
年
度
で
赤
字

が
約
５
億
円
圧
縮
さ
れ
た
と
試
算
し
て

い
る
。

 

　
　
　
桜
島
フ
ェ
リ
ー
利
用
者
の
動
向
、

意
向
等
か
ら
見
え
る
課
題
は
。
令
和
５

年
度
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
め
ど
に
減
便
と

の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
減
便
に
よ
る
影

響
と
今
後
の
方
針
決
定
プ
ロ
セ
ス
は
。

ま
た
、
増
収
を
図
る
た
め
の
施
策
は
。

　
　
　
桜
島
・
大
隅
地
域
の
人
口
減
少

や
東
九
州
自
動
車
道
延
伸
等
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
旅
客
・
車
両
と
も
に
大
幅
に
減

少
し
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
財
政

健
全
化
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
利
用
者
か
ら
は
「
地
域
に
配
慮

し
た
割
引
運
賃
を
」、「
通
勤
、
通
学
の

時
間
帯
に
合
わ
せ
た
運
航
ダ
イ
ヤ
を
」

な
ど
の
声
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
減
便
に
よ
り
燃
料
費
等
の
経
費
削
減

が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
一
部
利
用
者
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
策
定
中
の
次
期
経
営
計
画
で
、
運
航

体
制
の
見
直
し
等
を
盛
り
込
み
、
経
営

状
況
や
輸
送
量
等
を
踏
ま
え
、
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
に
配
慮
し
需
要
に
応
じ
た
運

航
ダ
イ
ヤ
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
増
収
対
策
と
し
て
は
、
関
係

部
局
等
と
緊
密
に
連
携
し
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
で
の
利
用
促
進
、
修
学
旅
行
誘

致
の
強
化
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

な
ど
誘
客
増
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

   

問

答

桜
島
フ
ェ
リ
ー
の
課
題
と

増
収
対
策

問答

特
別
支
援
教
育
の

現
状
と
課
題

問答 ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

副
反
応
等
へ
の
対
応

問 す
こ
や
か
入
浴
事
業
の

利
用
回
数
増
の
考
え

魚
類
市
場
の
活
性
化
に

向
け
た
輸
出
促
進
策

問答

答 問 答盛
土
造
成
地
等
の

課
題
と
対
応

答 問 交
通
事
業
経
営
計
画
の

見
直
し

問 低
周
波
音
問
題

答

産
業
・
農
業

環  

境
教  
育

　
小
学
校
、
中
学
校
等
に
お
い
て
、
障

害
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
障
害
に

よ
る
学
習
上
ま
た
は
生
活
上
の
困
難
を

克
服
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
学
級
の

こ
と
。

解
説
特
別
支
援
学
級

ま
ち
づ
く
り

公
営
企
業

桜島港フェリーターミナル

魚類市場の多種多様な鮮魚



クローズ アップ！！！
Ｃｌｏｓｅ Ｕｐ

　鹿児島市議会では、例年、第３回定例会において前年度の決算議案を審査するため「決算特別委員
会」を設置し、閉会中に審査を行い、第４回定例会において同委員会から審査結果の報告を受け、議
決を行っています。（病院・交通・水道・船舶の４つの公営企業会計関係の決算議案については、所
管の常任委員会である「産業観光企業委員会」で審査を行います。）
　令和２年度一般会計、特別会計および公営企業会計関係の決算議案15件については、令和３年第４
回定例会において、いずれも認定・可決しました。

①市長から一般会計、特別会計および公営企業会計関係の決算議案が提出され、
提案理由が説明されます。

②決算議案について質疑を行います。

③決算議案を審査するため、決算特別委員会を設置し、委員の選任を行います。
④一般会計・特別会計の決算議案を決算特別委員会に、
　公営企業会計関係の決算議案を産業観光企業委員会に付託します。
⑤決算議案を閉会中の継続審査とすることを決定します。

決算特別委員会には一般会計
歳入歳出決算、国民健康保険
事業特別会計歳入歳出決算等
の９議案を付託しました。

産業観光企業委員会には病院
事業特別会計決算、交通事業
特別会計決算等の６議案を付
託しました。

令和３年11月４日から決算特
別委員会は17日まで、産業観
光企業委員会は９日まで、関
係部局より説明を受け、審査
を行いました。

各会派等の表決態度、議決結
果は６面をご覧ください。

⑦委員会での審査経過と結果を各委員長が報告します。

⑧議員が決算議案について賛成か反対かの意見を述べます。

⑨決算議案に対する議会としての最終的な意思を決定します。

⑥決算特別委員会、産業観光企業委員会において詳細な審査を行います。

４

　
　
　
投
票
率
向
上
の
た
め
の
若
者
を

対
象
と
し
た
事
例
や
、
令
和
３
年
10
月

の
衆
議
選
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
効

果
と
課
題
は
。

　
　
　
若
者
を
対
象
と
し
た
こ
れ
ま
で

の
事
例
と
し
て
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
等
に
お
け
る
選
挙
の
出
前
授
業
の

実
施
や
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
等
を

訪
問
し
て
の
投
票
参
加
の
呼
び
掛
け
、

同
年
代
で
構
成
さ
れ
る
選
挙
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
鹿
児
島
を
活
用
し
て
の
啓
発
活

動
、
若
者
と
政
治
を
語
る
会
の
開
催
な

ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
衆
議
選
で
は
、
市
の

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

に
よ
り
、
10
月
29
日
に
１
回
、
投
票
の

呼
び
掛
け
と
期
日
前
投
票
の
お
知
ら
せ

を
行
っ
た
。

　
選
挙
の
出
前
授
業
や
学
校
訪
問
に
よ

る
啓
発
活
動
な
ど
に
よ
り
、
選
挙
に
接

す
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
一
定
の
効
果

を
上
げ
つ
つ
あ
る
が
、
若
者
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
接
す
る
機
会
が
多
い
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
啓
発
活
動
が
よ
り
効
果
的
な
も

の
と
な
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

  

問
　
団
地
再
生
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
に
、
市
民
・
事
業
者
等
と

の
協
働
の
下
、
団
地
の
活
性
化
に
向
け

た
基
本
的
な
考
え
方
や
取
り
組
み
方
針

な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
「
か
ご
し
ま
団

地
み
ら
い
創
造
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て

い
る
が
、
対
象
の
29
団
地
に
先
行
し
て

平
成
30
年
度
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
伊
敷
、
西
郷
、
皇
徳
寺
の
各
団

地
に
お
け
る
取
り
組
み
内
容
は
。

答
　
各
団
地
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年

度
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
食
事
の
提

供
や
高
齢
者
の
た
め
に
製
作
し
た
ベ
ン

チ
を
福
祉
館
等
に
寄
贈
す
る
「
ベ
ン
チ

作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
開
催
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
３
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
空
き
家

を
活
用
し
た
交
流
拠
点
づ
く
り
に
取
り

組
む
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
か
ら
各
団
地
の
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
移
行
し

つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

問
　
同
プ
ラ
ン
に
お
け
る
取
り
組
み
を

対
象
団
地
に
お
い
て
展
開
し
、
持
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
に
よ
る
支
援

も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
見
解

は
。

答
　
同
プ
ラ
ン
は
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い

創
出
や
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
住
民
主
体

で
解
決
し
て
い
く
体
制
を
目
指
し
て
お

り
、
２
年
度
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

３
年
度
は
、
29
団
地
に
お
い
て
意
見
交

換
等
を
開
始
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
や

新
た
な
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て

も
、
団
地
の
活
性
化
に
向
け
、
意
見
交

換
等
を
進
め
る
中
で
、
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

問
　
令
和
２
年
度
の
病
院
事
業
特
別
会

計
決
算
は
、
元
年
度
を
大
き
く
上
回
る

純
損
失
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
含
め
た

要
因
は
。
　

答
　
２
年
度
は
最
新
の
高
度
医
療
機
器

の
導
入
な
ど
医
療
機
能
の
強
化
や
診
療

体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

医
療
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連
携
に
取
り

組
ん
だ
。
特
に
同
感
染
症
へ
の
対
応
と

し
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
や
検
査
機

器
等
の
整
備
を
行
い
県
内
の
中
等
症
お

よ
び
重
症
の
患
者
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
る
な
ど
重
点
医
療
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
経
営
面
は
同

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態

宣
言
等
に
よ
り
入
院
・
外
来
の
延
べ
患

者
数
が
合
計
で
前
年
度
比
２
万
４
千
３

人
の
減
と
な
る
な
ど
大
き
な
影
響
を
受

け
９
億
２
４
２
４
万
３
千
円
の
純
損
失

と
な
っ
た
。

問
　
今
後
の
病
院
経
営
に
当
た
る
基
本

的
な
考
え
方
は
。

答
　
同
感
染
症
等
の
現
下
の
課
題
解
決

と
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
や
医
療
の

進
歩
に
対
応
し
、
高
度
急
性
期
、
急
性

期
の
中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
た
め
、
次
期
経
営
計

画
の
ほ
か
、
高
度
・
専
門
医
療
の
提
供

を
目
指
し
た
再
整
備
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。
今
後
と
も
健
全
経
営
を
維

持
し
な
が
ら
安
心
安
全
で
質
の
高
い
医

療
を
提
供
し
、
市
民
の
命
を
守
る
最
後

の
と
り
で
と
し
て
市
民
に
信
頼
さ
れ
る

病
院
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問答 投
票
率
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み

団
地
再
生
推
進
事
業

病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
と

今
後
の
病
院
経
営
の
考
え
方

選  

挙

決
算
審
査
か
ら

令
和
２
年
度

小学校での模擬投票の様子

ベンチ作りワークショップの様子

決 算 審 査 と は ？

鹿児島市議会における決算議案の議決までの流れ 令和２年度決算の状況令和２年度決算の状況

本
会
議

第
３
回
定
例
会

本
会
議

第
４
回
定
例
会

閉会中



５

第六次総合計画基本構想審査特別委員会の審査内容特集

　令和３年第３回定例会において、第六次総合計画基本構想審
査特別委員会に審査を付託し、継続審査の取り扱いとなってい
た「第42号議案　第六次鹿児島市総合計画基本構想を定める件」
を、令和３年11月30日開会の第４回定例会において賛成多数で
可決しました。
　なお、同委員会では、同計画が将来における本市のあるべき
姿と進むべき方向についての基本的な指針であり、また、行財
政運営を総合的かつ計画的に進めるための最上位計画となるも

のであることから、広く関係部局の出席を願う中で
・「第五次総合計画の総括」として、各施策の達成状況に加
え、計画中もしくは未着手の事業の第六次総合計画での取
り扱い等

・「計画策定の趣旨・前提」として、本市が直面する課題や
今後10年間における人口・財政の将来推計等

・「前期基本計画（案）」として、基本目標別計画における基
本的方向や施策の体系、目標指標等

について順次整理するとともに、それらの議論を踏まえた上
で、総括的に基本構想について審査を行いました。

問　第五次総合計画をどのように総括しているのか。
答　同計画に掲げた６政策については、令和元年度に行政改革
推進委員会において、全体を通しておおむね達成度が高いと
評価された。
　　また、前期および後期の基本計画に掲げた施策・取り組み
等については、全体としてはおおむね順調に進捗しつつある
と考えている。
問　第六次総合計画の策定に当たって、ＳＤＧｓの視点を取り入
れた計画とすることを掲げているが、ＳＤＧｓは令和12年を
目標としていることから、その達成に向けて指標を設定し、
スピード感を持って取り組む必要があるのではないか。
答　ＳＤＧｓの推進に当たっては、現在、ＳＤＧｓ推進パートナー
の募集・登録等を進めており、今後、積極的かつスピード感
を持って取り組んでいきたいと考えている。
　　なお、ＳＤＧｓは国際目標であり、そのゴールについては、
国レベルの取り組みを前提とした表現となっていることから、
地方自治体において、指標等を設定して達成度を示すことは
難しいと考えている。

問　「ゼロカーボンシティかごしまの推進」は、2050年までに
ＣＯ２の排出量を実質ゼロにするという非常に高い目標を掲げ
ているが、施策については本市の独自性が見られない。国の
支援等を待つだけでなく、各部局の施策を結びつけるなど、
全庁的に取り組むことが重要ではないか。

答　環境問題の解決に当たっては、これまでも、環境局だけで
はなく、各部局と連携を図る中で取り組みを進めてきたが、
ゼロカーボンという高い目標の達成に向けては、さらに意を
用いて取り組まなければならないと考えている。今後、国の
動向等も踏まえる中で、本市独自の取り組みについて、検討
していきたい。

問　中心市街地におけるさらなるにぎわいの創出や回遊性の向
上を図るため、回遊空間づくりの推進に取り組むこととして
いるが、現段階の具体的な構想等は。

答　歩行者天国の社会実験や天文館通電停前のジョイントアー
ケード整備への支援のほか、本市に相談がある加治屋町１番
街区および東千石町12番街区の再開発が進めば、鹿児島中央
駅と天文館をつなぐルート上に、新たな拠点が生まれること
から、これらを結びつけることで、回遊性の向上を図ってい
きたい。

審査の経過

基本構想の概要

審査の一部を紹介します審査の一部を紹介します

≪期　間≫ 令和４年度～令和13年度（10年間）

つながる人・まち 彩りあふれる 躍動都市・かごしま
≪都市像≫

総合計画期間内で目指す
将来のまちの姿

≪基本目標≫
「都市像」を実現するための

６つの基本目標

自然と都市が調和した
うるおいのあるまち
【自然・環境 政策】

魅力にあふれ人が集う
活力あるまち

【産業・交流 政策】

自分らしく健やかに暮らせる
安心安全なまち

【健康・安心 政策】

信頼とやさしさのある
共創のまち

【信頼・共創 政策】

豊かな個性を育み未来を拓く
誇りあるまち

【子ども・文教 政策】

質の高い暮らしを支える
快適なまち

【都市・交通 政策】

しんちょく



この広報紙は、紙へのリサイクルに適した
材料を用いて作成しています。

議員数会派名等 所　属　議　員　名 議員数 所　属　議　員　名会派名等

自 由 民 主 党

西 　 洋 介
霜 出 佳 寿
わきた高徳
古 江 尚 子
中 島 蔵 人

山 下 　 要
佐 藤 高 広
奥山よしじろう
仮 屋 秀 一
平 山 　 哲

中元かつあき
薗 田 裕 之
川 越 桂 路
柿 元 一 雄
入 船 攻 一

徳 利こうじ
瀬戸山つよし
山 口 　 健
志摩れい子

こじま洋 子
小森のぶたか

しらが郁代
崎元ひろのり

松 尾まこと 長 浜 昌 三

平山タカヒサ
秋 広 正 健

中 原 　 力 大 森 　 忍 森山きよみ

日 本 共 産 党
立憲フォーラム
無 所 属 Ａ
無 所 属 Ｂ
無 所 属 Ｃ
無 所 属 Ｄ

3人
2人
1人
1人
1人
1人

19人

合原ちひろ
片 平 孝 市

米山たいすけ 伊地知紘徳 三反園輝男

園 山 え り たてやま清隆
向江かほり まつお晴代
小川みさ子
大 園 盛 仁
のぐち英一郎
小森こうぶん

大園たつや

市 民 連 合 5人

公 明 党 6人

社 民 ・ 市 民
フ ォ ー ラ ム 5人

件　　　　　　　　名

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

結果

無
所
属
Ｄ

無
所
属
Ｃ

無
所
属
Ｂ

無
所
属
Ａ

立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
共
産
党

市
民
連
合

社
民・市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

公

明

党

自
由
民
主
党

○賛成　×反対
議案に対する各会派等の表決態度

▼第六次鹿児島市総合計画基本構想を定める件
▼令和２年度鹿児島市一般会計歳入歳出決算
▼令和２年度鹿児島市介護保険特別会計歳入歳出決算
▼令和２年度鹿児島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
▼令和２年度鹿児島市交通事業特別会計決算について議会の認定を求める件
▼令和２年度鹿児島市地域下水道事業特別会計歳入歳出決算
▼令和２年度鹿児島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
▼令和２年度鹿児島市特別会計歳入歳出決算関係〔４件〕
　・土地区画整理事業清算特別会計　　・中央卸売市場特別会計
　・桜島観光施設特別会計　　　　　　・母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計
▼令和２年度鹿児島市病院事業特別会計決算について議会の認定を求める件
▼令和２年度鹿児島市船舶事業特別会計決算について議会の認定を求める件
▼令和２年度鹿児島市水道事業剰余金処分についての議会の議決及び
　令和２年度鹿児島市水道事業特別会計決算についての議会の認定を求める件
▼令和２年度鹿児島市工業用水道事業剰余金処分についての議会の議決及び
　令和２年度鹿児島市工業用水道事業特別会計決算についての議会の認定を求める件
▼令和２年度鹿児島市公共下水道事業剰余金処分についての議会の議決及び
　令和２年度鹿児島市公共下水道事業特別会計決算についての議会の認定を求める件
▼令和３年度鹿児島市一般会計補正予算（第９号）
▼公の施設の指定管理者の指定に関する件〔12件　天文館図書館など27施設〕
▼損害賠償の額の決定及び和解に関する件〔中学校における校舎施設の管理不全による負傷事故〕
▼鹿児島市国民健康保険条例一部改正の件
▼鹿児島市乗合自動車乗車料条例一部改正の件
▼鹿児島市手数料条例一部改正の件
▼鹿児島市過疎地域持続的発展計画の策定に関する件
▼鹿児島市過疎地域工業等開発促進条例一部改正の件
▼鹿児島市公文書管理条例制定の件
▼令和３年度鹿児島市企業会計補正予算関係〔３件〕
　・病院事業特別会計（第１号）　　　・交通事業特別会計（第１号）
　・船舶事業特別会計（第１号）
▼令和３年度鹿児島市一般会計補正予算（第10号）
▼令和３年度鹿児島市一般会計補正予算（第11号）
▼固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件
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可決

可決○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ × ○ × ○ × ○○

○ ○ ○ × ○ × ○ × ○○

○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○○

同意

可決
及び
認定

認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

☎ 099－216－1454（直通）

○本会議の模様をインターネットで配信しています。リアルタイムで
視聴できる「生中継（本会議中のみ配信）」と、いつでも視聴できる
「録画放映」とがあり、パソコンやスマートフォン、タブレット端
末で視聴できますので、ぜひ、ご覧ください。

○録画放映は、生中継終了後４日程度（土・日曜日、休日を除く）で
ご覧いただけます。

○本会議の日程については市議会ホームページでご確認ください。

<アクセス方法>
○パソコンの方
市議会トップページ  ➡

　　　　　　　　　　　　　　からお進みください。

市議会事務局政務調査課

○スマートフォン、タブレット端末の方
右の二次元コードからお進みください。

議会中継をご覧ください

※本会議中は本庁・支所の待合席等にあるモニターテレビ
でも配信しています。

インターネット
議会中継録画


